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丙
寅
三
號
五
葉
裏
に
黒
井
君
は
『
南
方
熊
楠
氏
は
毘
沙
門
の
名
號
に
就
て
と
題
し
て
曰
く
「
此
神
、
前

世
夜
叉
な
り
し
が
、
佛
に
歸
依
し
て
沙
門
た
り
し
功
徳
に
よ
り
、
北
方
の
神
王
に
生
れ
變
つ
た
云
々
」
と

書
れ
た
が
、
此
事
件
を
信
じ
て
居
る
か
ら
申
し
た
の
で
有
う
が
、
小
生
の
立
場
か
ら
は
些
の
價
値
が
な
い

の
で
あ
る
云
々
。
其
の
み
な
ら
ず
、
佛
の
時
代
と
毘
沙
門
の
時
代
が
異
つ
て
居
る
』
と
申
さ
れ
た
。
然
し

熊
楠
は
價
値
の
有
無
に
拘
ら
ず
、
只
々
此
話
の
出
處
を
識
者
に
問
た
で
あ
る
。
抑
も
國
土
の
紀
年
史
さ
え

無
つ
た
印
度
に
、
夜
叉
が
神
王
に
轉
生
し
た
時
代
が
知
れ
居
る
だ
ろ
う
か
。

　
丙
寅
二
號
の
拙
文
は
、
先
づ
ク
ベ
ラ
、
又
ク
ビ
ラ
が
毘
沙
門
だ
。
と
は
佛
教
大
辭
彙
に
出
あ
る
と
述
た
。

黒
井
君
は
ク
ビ
ラ
と
い
ふ
發
音
は
梵
語
に
み
え
ぬ
と
言
れ
た
が
、
梵
語
程
發
音
の
多
樣
な
者
な
く
、
其
が

又
、
北
印
度
、
中
央
ア
ジ
ア
、
和
漢
と
移
る
に
伴
て
色
々
移
り
異
つ
た
故
、
一
切
の
梵
語
に
ク
ビ
ラ
な
る

發
音
の
有
無
は
餘
程
精
査
を
要
す
る
。
佛
教
大
辭
彙
は
、
熊
楠
如
き
大
空
の
一
塵
程
梵
語
を
カ
ヂ
リ
か
い

た
ゑ
せ
者
よ
り
は
恒
河
沙
數
倍
ゑ
ら
い
學
者
が
集
ま
り
、
大
枚
の
黄
白
を
掛
て
出
し
た
者
、
そ
れ
に
倶
肥

羅
を
ク
ビ
ラ
と
訓
じ
毘
沙
門
の
異
名
と
し
有
ば
、
ク
ビ
ラ
と
い
ふ
梵
語
も
有
た
と
し
て
よ
い
。
拉
丁
語
に

羅
馬
共
和
時
代
、
帝
國
時
代
、
帝
國
衰
亡
時
代
、
そ
れ
か
ら
羅
馬
帝
國
滅
後
の
い
か
さ
ま
語
さ
へ
盛
ん
に

研
究
さ
れ
襲
用
さ
れ
お
る
如
く
、
梵
語
に
も
種
々
の
時
代
と
其
行
は
れ
た
國
土
の
異
な
る
に
つ
れ
變
遷
轉
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訛
も
有
た
の
で
、
ど
れ
も
是
も
梵
語
に
相
違
な
い
。

　
次
に
予
は
、
帝
釋
が
毘
沙
門
を
ク
ベ
ラ
と
呼
で
佛
の
供
養
を
佐たす
け
し
め
た
て
ふ
經
律
留
相
の
文
を
引
て
、

ク
ベ
ラ
は
實
名
、
毘
沙
門
は
通
稱
の
如
く
み
え
る
と
云
た
。
佛
經
に
此
類
の
事
少
な
か
ら
ず
。
帝
釋
如
き

も
呼
び
捨
て
、
又
至
て
親
し
み
呼
ぶ
に
は
憍
尸
迦
と
名
ざ
さ
れ
お
る
。
帝
釋
は
通
稱
、
憍
尸
迦
は
氏
名
ら

し
い
。
今
は
こ
ん
な
事
は
知
れ
渡
り
お
る
だ
ろ
う
が
、
明
治
廿
六
年
、
予
、
大
英
博
物
館
の
宗
教
部
長
、

故
サ
ー
・
ヲ
ラ
ス
ト
ン
・
フ
ラ
ン
ク
ス
よ
り
列
品
の
名
札
付
け
を
頼
ま
れ
た
時
、
從
前
佛
教
諸
尊
の
名
號

を
、
尊
稱
・
通
稱
・
實
名
・
氏
名
何
の
別
ち
も
な
く
手
當
り
次
第
に
つ
け
あ
る
は
、
丁
度
無
差
別
に
耶
蘇
、

基
督
、
救
世
主
、
ナ
ザ
レ
ス
の
大
工
の
忰
れ
と
手
當
り
次
第
呼
ぶ
樣
で
不
都
合
な
れ
ば
、
尊
稱
と
通
稱
に

限
り
名
札
に
書
く
が
よ
い
と
進
言
し
て
そ
れ
に
決
し
た
。
少
し
後
に
土
宜
法
龍
師
見
え
ら
れ
、
此
事
を
聞

て
誠
に
至
當
な
事
と
い
は
れ
た
。
佛
教
を
奉
ず
る
者
が
釋
尊
を
瞿
曇
具
壽
、
道
教
の
信
徒
が
老
子
を
李
耳

な
ど
い
は
ば
眞
の
其
徒
で
な
い
と
自
白
す
る
に
等
し
（
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
一
八
一
）
。
諸
教
の
諸
尊

に
そ
れ
／
″
＼
名
號
が
多
い
が
、
其
名
號
が
み
な
ゴ
ッ
チ
ャ
ク
タ
に
異
名
と
い
ふ
べ
き
に
非
ず
、
種
々
の

用
途
に
隨
つ
て
各
別
の
名
號
が
使
は
れ
た
と
い
ふ
事
の
例
示
迄
に
、
ク
ベ
ラ
も
毘
沙
門
も
同
一
の
神
の
名

號
乍
ら
、
使
用
の
場
合
、
意
味
が
差
ふ
と
い
ふ
事
を
述
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
『
此
神
、
前
世
夜
叉
な
り
し
が
佛
に
歸
依
し
て
沙
門
た
り
し
功
徳
に
よ
り
、
北
方
神
王
に
生
れ
變
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つ
た
、
云
々
』
の
文
句
は
、
丙
寅
第
二
號
の
拙
文
に
明
記
し
あ
る
通
り
、
ア
イ
テ
ル
博
士
の
梵
漢
辭
彙
一

九
三
頁
か
ら
引
た
の
で
、
此
書
（
一
八
八
八
年 

龍  

動 

ロ
ン
ド
ン

出
版
）
本
名
支
那
佛
教
學
必
携
、
予
、
在
英
の
頃
、

佛
教
の
事
を
調
ぶ
る
者
が
皆
な
持
た
も
の
で
、
ア
イ
テ
ル
は
身
支
那
に
居
り
色
々
穿
鑿
し
た
か
ら
、
支
那

へ
往
ね
ば
聞
き
得
ぬ
珍
説
を
多
く
書
入
れ
あ
る
。
黒
井
君
は
熊
楠
が
『
此
事
件
を
信
じ
て
居
る
か
ら
申
し

た
の
で
有
う
』
と
言
れ
た
。
成
る
程
熊
楠
は
、
攝
・
河
・
泉
三
國
の
太
守
同
樣
毘
沙
門
の
申
し
子
と
い
ふ

事
で
、
小
兒
の
時
、
小
學
教
場
で
さ
え
毘
沙
門
の
咒
を
誦
し
た
位
い
之
を
信
仰
し
た
が
、
四
十
過
て
一
切

經
を
通
覽
せ
し
も
件
く
だ
んの
梵
漢
辭
彙
に
載
せ
た
話
を
見
ず
。
因
て
丙
寅
二
號
五
葉
裏
の
上
段
十
三
四
行
で
此

話
は
何
の
經
に
出
て
居
る
か
識
者
の
高
教
を
ま
つ
と
、
明
か
に
自
分
の
無
智
無
識
を
告
白
し
た
。
ア
イ
テ

ル
が
述
た
通
り
毘
沙
門
に
も
色
々
あ
り
、
古
梵
教
の
ク
ヴ
ェ
ラ
、
現
時
印
度
教
の
ク
ヴ
ェ
ラ
、
佛
教
四
王

天
に
在
て
夜
叉
衆
を
領
す
る
富
神
毘
沙
門
で
、
ス
ク
モ
と
ニ
シ
ド
チ
ト
蝉
と
同
じ
物
乍
ら
、
世
態
が
變
る

に
隨
つ
て
形
も
、
姿
も
、
食
物
も
、
動
作
も
、
生
活
も
全
く
異
な
る
如
く
、
古
梵
教
の
ク
ヴ
ェ
ラ
と
佛
教

の
毘
沙
門
と
同
じ
か
ら
ず
。
佛
教
の
毘
沙
門
は
一
切
の
夜
叉
の
王
た
る
に
、
印
度
教
の
は
ラ
ヴ
ァ
ナ
に
寶

車
を
奪
は
る
ゝ
程
弱
い
者
な
れ
ば
是
れ
亦
同
じ
か
ら
ず
。
羅
摩
衍
に
も
佛
經
と
齊
し
く
之
を
黄
金
と
財
富

の
神
と
し
あ
る
に
、
日
本
で
信
貴
山
が
大
繁
昌
す
る
に
反
し
、
今
の
印
度
で
ク
ヴ
ェ
ラ
の
像
や
畫
を
求
め

て
も
得
ぬ
程
薩
張
り
も
て
な
い
位
い
是
亦
違
ふ
。
原
來
佛
教
廣
博
で
印
度
通
教
の
説
を
取
入
れ
た
れ
ば
、
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其
の
諸
尊
に
關
す
る
傳
説
亦
委
陀
や
ブ
ラ
ナ
に
限
ら
ず
。
印
度
に
古
く
梵
教
の
外
に
異
類
異
族
の
教
多
か

り
し
は
諺
に
な
り
あ
る
程
、
そ
れ
に
印
度
邊
陲
の
諸
國
か
ら
ト
ル
キ
ス
タ
ン
や
、
支
那
を
經
て
日
本
へ
入

る
迄
に
無
數
雜
多
の
土
地
の
傳
説
を
攝
取
し
居
る
可
れ
ば
、
委
陀
や
ブ
ラ
ナ
位
い
調
べ
た
所
ろ
が
現
存
佛

教
の
諸
説
を
解
く
に
足
ず
。
付
て
は
ア
イ
テ
ル
が
述
た
『
此
神
、
前
世
夜
叉
な
り
し
が
云
々
』
の
話
が
支

那
の
經
藏
に
な
い
以
上
は
、
西
藏
、
蒙
古
、
カ
シ
ュ
ミ
ル
、
ネ
パ
ル
、
セ
イ
ロ
ン
、
緬
甸
、
暹
羅
や
ト
ル

キ
ス
タ
ン
邊
に
そ
ん
な
話
が
あ
る
事
か
と
識
者
の
高
教
を
ま
つ
次
第
で
あ
る
。
ア
イ
テ
ル
博
士
に
聞
合
せ

ば
判
つ
た
筈
だ
が
、
熊
楠
、
右
の
話
に
初
め
て
氣
付
た
時
、
聞
合
せ
に
手
懸
り
な
く
、
其
後
彼
人
、
物
故

し
た
と
聞
て
其
儘
打
過
て
居
ま
し
た
。
熊
楠
は
右
の
話
を
信
ず
る
處
ろ
か
出
處
さ
え
も
知
ぬ
者
な
れ
ば
、

信
じ
て
よ
い
か
惡
い
か
を
さ
え
判
じ
得
ず
。
誰
か
ア
イ
テ
ル
博
士
に
代
つ
て
此
話
の
出
處
を
教
え
ら
れ
ん

事
を
切
望
す
る
。

　
又
、
乙
丑
第
二
號
第
二
葉
裏
上
段
に
黒
井
君
は
『
聖
天
（
乃
ち
歡
喜
天
）
に
は
鼠
も
付
て
居
る
、
右
手

の
斧
は
小
槌
と
代
て
見
て
、
左
手
の
大
根
を
以
て
大
黒
天
の
二
又
大
根
と
思
へ
ば
、
茲
で
始
め
て
大
黒
天

の
化
身
の
樣
に
思
は
る
、
け
れ
ど
も
何
の
縁
り
も
な
い
か
ら
混
合
し
て
は
な
ら
ぬ
』
と
述
ら
れ
、
扨さて
其
下

段
に
は
、
大
黒
天
を
『
シ
ヴ
ア
の
息
子
ガ
ネ
サ
（
歡
喜
天
）
の
變
名
で
は
あ
る
ま
い
か
と
言
る
る
な
ら
ば

理
由
も
つ
く
が
孰
れ
に
し
て
も
研
究
の
餘
地
が
あ
る
』
と
説
れ
た
。
研
究
の
餘
地
が
有
る
な
ら
何
の
縁
り
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も
な
い
と
斷
ず
べ
か
ら
ず
。
こ
の
文
が
發
表
さ
れ
た
は
大
正
十
四
年
三
月
だ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
五
年
九
月
、
集
古
、
丙
寅
第
四
號
）
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